
生
計
費
に
基
づ
く
賃
上
げ
を

産
別
統
一
で

26
春
闘
は
、
医
療
・
介
護
現
場

の
危
機
が
い
よ
い
よ
限
界
に
達
す

る
な
か
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
た
た
か
い
に
確
信
を
持
ち
、

何
と
し
て
も
大
幅
賃
上
げ
を
実
現

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
産
別
統

一
闘
争
へ
の
結
集
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
物
価
高
騰
は
長
期
化
し
、

食
費
や
光
熱
費
、
住
居
費
な
ど
生

活
に
欠
か
せ
な
い
支
出
が
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
労
働
者
の
賃
上
げ

は
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
ず
、
実

質
賃
金
の
低
下
が
続
い
て
い
ま

す
。
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
水
準
は

他
産
業
と
比
べ
て
も
さ
ら
に
低

く
、
医
療
・
介
護
職
は
「
選
ば
れ

な
い
職
業
」
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
現
場
で
は
離
職
が
相
次
ぎ
、

人
手
不
足
は
一
層
深
刻
と
な
り
、

病
床
休
止
や
事
業
縮
小
に
追
い
込

ま
れ
る
事
態
が
全
国
各
地
で
起
き

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る
た

め
、
26
春
闘
で
は
、
生
計
費
原
則

に
基
づ
く
大
幅
賃
上
げ
を
産
別
統

一
要
求
と
し
て
掲
げ
、
す
べ
て
の

ケ
ア
労
働
者
の
生
活
と
尊
厳
を
守

る
た
た
か
い
を
す
す
め
ま
す
。
春

闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
切

実
な
声
や
生
活
実
態
、
他
産
業
と

の
賃
金
格
差
を
見
て
も
、
大
幅
な

賃
上
げ
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
26

春
闘
で
は
25
春
闘
か
ら
引
き
続
き

「
月
額
平
均
5
万
円
以
上
」
の
賃

上
げ
、「
時
間
額
3
0
0
円
以
上
」

の
引
き
上
げ
を
要
求
す
る
と
提
案

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
ポ
イ
ン
ト

賃
金
要
求
額
の
設
定
や
、
非
正
規

を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
を
対
象

と
し
た
企
業
内
最
低
賃
金
の
底
上

げ
の
要
求
を
掲
げ
ま
す
。

26
春
闘
で
は
、
ケ
ア
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た
め
に

3
月
12
日
の
第
一
次
統
一
行
動
日

に
「
産
別
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を

構
え
、
回
答
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の
回

避
基
準
で
あ
る
25
人
勧
水
準
（
1

・
5
万
円
、
3
・
26
％
）を
上
回
ら

な
け
れ
ば
一
斉
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を

実
施
す
る
こ
と
を
提
起
し
、
す
べ

て
の
組
織
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち

上
が
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
医
療
・
介

護
、
公
衆
衛
生
の
重
要
性
は
国
民

に
共
有
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
場
の

厳
し
い
労
働
実
態
は
十
分
に
改
善

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。26
春
闘
で
は
、

夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
重
要
な

柱
に
据
え
、
安
全
で
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

「
夜
勤
規
制
・
大
幅
増
員
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
動
画
な
ど
の
学
習
資

材
を
活
用
し
学
習
を
深
め
、
「
夜

勤
規
制
・
大
幅
増
員
署
名
」
を
積

み
上
げ
、
国
会
で
の
請
願
採
択
を

め
ざ
し
ま
す
。

報
酬
１０
％
以
上

引
き
上
げ
の
取
り
組
み

25
春
闘
で
は
、
産
別
統
一
ス
ト

ラ
イ
キ
を
は
じ
め
、
職
場
決
議
や

マ
ッ
ピ
ン
グ
、
Ｘ
デ
モ
、
オ
ン
ラ

イ
ン
署
名
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用

し
た
多
様
な
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
、世
論
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。

25
秋
闘
で
は
、
10
％
以
上
の
報
酬

引
き
上
げ
を
求
め
る
団
体
署
名
や

一
言
カ
ー
ド
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
自
治
体
や
経
営
難
に
直
面
す

る
病
院
団
体
か
ら
も
、
同
様
に
10

％
以
上
の
診
療
報
酬
改
定
を
政
府

に
求
め
る
声
が
上
が
る
な
ど
、
報

酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
動
き
が
大

き
く
広
が
り
ま
し
た
。
年
末
に
閣

議
決
定
し
た
2
0
2
6
年
改
定
の

診
療
報
酬
は
、
30
年
ぶ
り
の
水
準

と
な
る
プ
ラ
ス
改
定
、
介
護
報
酬

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
も

前
倒
し
の
改
定
を
決
断
さ
せ
た
こ

と
は
運
動
の
大
き
な
成
果
で
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
大
幅
賃
上

げ
に
つ
な
が
る
水
準
と
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
私
た
ち
が

求
め
て
き
た
10
％
以
上
の
報
酬
改

定
を
追
求
す
る
運
動
が
不
可
欠
で

す
。
26
春
闘
で
は
、
「
報
酬
の
10

％
以
上
引
き
上
げ
」
の
取
り
組
み

を
新
た
に
提
起
し
ま
す
。（
別
掲
）

憲
法
い
か
し

い
の
ち
と
平
和
を
守
る

政
府
は
医
療
費
4
兆
円
削
減
を

合
意
し
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

適
用
除
外
や
11
万
床
の
病
床
削

減
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
引
き

上
げ
な
ど
、
社
会
保
障
費
の
抑
制

を
前
提
と
し
た
制
度
改
変
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
2
0
2
7

年
度
の
制
度
改
定
に
向
け
て
、
介

護
保
険
制
度
の
三
大
改
悪
の
議
論

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障

の
改
悪
は
高
齢
者
な
ど
社
会
的
弱

者
に
大
き
な
負
担
と
犠
牲
を
強
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
を
圧
迫

し
、
労
働
条
件
の
さ
ら
な
る
悪
化

を
招
く
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
防
衛
費
の
大
幅
増
額

が
進
め
ら
れ
、
社
会
保
障
が
後
回

し
に
さ
れ
て
い
る
現
状
は
重
大
で

す
。
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
が

脅
か
さ
れ
る
な
か
で
、
医
療
・
介

護
が
軽
視
さ
れ
、
戦
争
準
備
が
優

先
さ
れ
る
政
治
は
明
ら
か
に
本
末

転
倒
で
す
。
必
要
な
の
は
、
い
の

ち
と
く
ら
し
を
最
優
先
に
す
る
政

治
へ
の
転
換
で
す
。

組
織
拡
大
で
要
求
実
現

全
国
で
約
9
3
0
万
人
に
の
ぼ

る
医
療
・
介
護
・
福
祉
労
働
者
の

う
ち
、
「
医
療
福
祉
」
の
労
働
組

合
に
加
入
し
て
い
る
の
は
49
万
4

千
人
と
な
っ
て
お
り
、
推
定
組
織

率
は
わ
ず
か
5
・
0
％
で
医
療
・

介
護
・
福
祉
労
働
者
の
圧
倒
的
多

数
が
未
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
入
職
員
や
未
組
合
員
と
の
対
話

を
広
げ
、
「
組
合
に
入
っ
て
要
求

実
現
を
」
の
呼
び
か
け
を
職
場
に

根
付
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

要
求
を
前
進
さ
せ
る
最
大
の
力

は
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
行
動

と
組
織
の
力
で
す
。
組
織
拡
大
、

仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
、
要
求
実

現
の
鍵
と
な
り
ま
す
。「
17
万
人
へ

の
早
期
回
復
、
18
万
人
医
労
連
の

達
成
」
を
目
指
し
、
26
春
闘
の
仲

間
づ
く
り
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
組
合
員
が
主
体
的
に

参
加
し
、
怒
り
や
不
安
を
団
結
の

力
に
変
え
て
、
26
春
闘
を
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
医
労
連
書
記
長

米
沢

哲

日
本
医
労
連
は
、
1
月
14
日
〜

15
日
第
57
回
中
央
委
員
会
を
エ
デ

ュ
カ
ス
東
京
で
開
催
し
、
2
0
2

6
年
春
闘
方
針
案
を
活
発
な
討
論

で
補
強
し
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
で
佐
々
木
悦
子

中
央
執
行
委
員
長
は
、
医
療
・
介

護
現
場
で
続
く
深
刻
な
人
手
不
足

と
低
賃
金
の
実
態
に
ふ
れ
、
現
場

の
崩
壊
を
食
い
止
め
る
に
は
、
今

こ
そ
大
幅
な
賃
上
げ
と
抜
本
的
な

労
働
環
境
改
善
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
市
首
相
が
衆
院
解
散
の

意
向
を
固
め
た
と
の
報
道
を
受

け
、
「
必
ず
投
票
に
行
き
、
自
分

た
ち
の
声
を
政
治
に
反
映
さ
せ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

討
論
で
は
39
本
（
文
書
発
言
含

む
）
の
発
言
が
あ
り
、
25
秋
闘
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
26
春
闘
に
む

け
て
の
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

産
別
統
一
ス
ト
権
は
71
票
の
賛
成

で
確
立
し
ま
し
た
。

最
後
に
田
中
直
光
中
央
副
執
行

委
員
長
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

し
、
佐
々
木
中
央
執
行
委
員
長
の

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
散
会
し

ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
価
格

に
一
喜
一
憂
し
て

し
ま
う
の
は
ど
う

し
て
だ
ろ
う
。
タ

ン
ク
の
容
量
に
も

よ
る
が
、
差
が
2

〜
3
円
だ
っ
た
ら

満
タ
ン
で
も
百
数
十
円
の
損
か
得

で
し
か
な
い
。
日
頃
そ
れ
ほ
ど
倹

約
に
努
め
て
い
な
い
の
に
、
給
油

し
た
直
後
に
安
い
看
板
を
見
つ
け

る
と
、
つ
い
舌
打
ち
し
た
く
な
る

気
持
ち
は
み
な
同
じ
で
あ
ろ
う
▼

同
じ
生
活
必
需
品
で
、
食
卓
に
欠

か
せ
な
い
卵
の
価
格
が
高
止
ま
り

し
て
い
る
。
農
林
水
産
省
の
食
品

価
格
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
鶏
卵

10
個
入
1
パ
ッ
ク
の
全
国
平
均
小

売
価
格
は
3
カ
月
連
続
で
3
0
3

円
だ
っ
た
。
か
つ
て
「
物
価
の
優

等
生
」
と
さ
れ
た
あ・

の・

卵
が
、
で

あ
る
▼
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ま

ん
延
し
、
殺
処
分
で
生
産
が
減
っ

た
22
年
〜
23
年
の
「
エ
ッ
グ
シ
ョ

ッ
ク
」
以
来
の
3
0
0
円
台
。
折

か
ら
の
飼
料
代
や
燃
料
費
の
高
騰

に
、
こ
こ
数
年
の
記
録
的
猛
暑
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
。
各
ス
ー
パ

ー
が
2
0
0
円
前
後
で
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
た
頃
が
懐
か
し
い
限
り

▼
コ
メ
も
5
キ
ロ
4
0
0
0
円
台

が
続
き
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
歴
史

的
な
高
水
準
に
あ
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
も
素
直
に
う
な
ず
け
る
。
消

費
者
、
と
り
わ
け
高
齢
者
や
若
者

の
暮
ら
し
を
食
費
が
圧
迫
す
る
の

は
由
々
し
き
事
態
。
我
々
消
費
者

か
ら
す
れ
ば
安
い
に
越
し
た
こ
と

は
無
い
。
と
は
い
え
生
産
者
の
側

に
立
て
ば
、
多
少
は
痛
み
を
分
か

ち
合
う
べ
き
か
▼
消
費
者
も
生
産

者
も
浮
か
ば
れ
る
に
は
、
や
は
り

実
質
賃
金
が
上
向
く
し
か
な
い
。

夏
は
と
っ
く
に
過
ぎ
去
っ
た
が
、

手
取
り
を
増
や
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に

季
節
は
関
係
な
い
。

「報酬１０％以上引き上げ」の取り組み

第
５７
回
中
央
委
員
会

①一言カード
現場の声を政府に届ける取り組み
②団体署名
１０％以上の報酬引き上げを求める団体署名
③自治体要請
自治体に要請書の提出
④国会議員への働きかけ
賛同議員の拡大

２月２７日
春闘要求提出・スト権確立期限
３月４日～５日
春の対政府中央行動
３月１１日
２６春闘統一回答指定日
３月１２日
２６春闘全国統一行動日
３月２３日～２７日
交渉集中・回答引上げゾーン

２６春闘スケジュール

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間1，500円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）1123296

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp 医療・介護・福祉労働者の生活と権利、国民の命と健康を守る

第１８６７号 2026年1月22日

編集・発行

日本医療労働組合連合会
〒110-0013 東京都台東区入谷1-9-5
日本医療労働会館3階 TEL03（3875）5871
発行 毎月２・４木曜日

（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可

春
闘
方
針
を
決
定

春
闘
方
針
を
決
定

春
闘
方
針
を
決
定

春
闘
方
針
を
決
定



（2）第1867号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2026年1月22日

食
費
負
担
感
３
割
強
、
初

生
活
実
感
に
つ
い
て
「
か
な
り

苦
し
い
」
と
「
や
や
苦
し
い
」
を

合
わ
せ
る
と
65
・
5
％
で
、
昨
年

よ
り
3
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま

す
。具

体
的
項
目
で
は
高
い
順
に
、

「
食
費
」
「
税
・
社
会
保
険
料
」

「
住
居
費
」
で
し
た
。
「
食
費
」

を
負
担
に
感
じ
る
割
合
は
33
％

（
昨
年
よ
り
6
ポ
イ
ン
ト
増
）
、

3
割
を
超
え
た
の
は
初
め
て
で
、

お
よ
そ
3
人
に
1
人
が
食
費
に
負

担
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
物
価
高
騰

の
影
響
で
2
0
2
4
年
に
は
エ
ン

ゲ
ル
係
数
が
43
年
ぶ
り
の
高
水
準

と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も

そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
と
い

え
ま
す
。

毎
年
１
０
０
０
円
ず
つ
増

生
活
実
感
か
ら
の
「
賃
金
の
不

足
額
」
は
、
平
均
で
4
5
7
2
0

円
（
昨
年
最
終
4
4
1
1
1
円
）

で
、
こ
の
数
年
間
は
毎
年
1
0
0

0
円
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
賃
上
げ
要
求

額
も
月
額
平
均
3
4
3
6
2
円

（
同
3
3
3
2
5
円
）
で
約
1
0

0
0
円
増
、
時
給
に
つ
い
て
も
平

均
2
0
3
円
（
同
1
9
7
円
）
と

昨
年
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
に
対
す
る
要
求

政
府
に
対
す
る
要
求
で
は
「
社

会
保
障
の
充
実
」65
・
1
％
、「
景

気
・
物
価
対
策
」57
・
3
％
、「
最

賃
引
き
上
げ
」51
・
3
％
で
し
た
。

26
春
闘
で
も
「
ケ
ア
労
働
者
の

一
言
カ
ー
ド
」に
取
り
組
み
ま
す
。

届
い
た
カ
ー
ド
は
政
府
に
提
出
し

ま
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
も
入
力
で

き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

第５７回中央委員会後、「ケア労働者の大幅賃
上げ実現！２６春闘決起行動」を実施。厚労省前
に約１８０人が集まり、現場の実態や地方の医療情
勢を訴えながら、報酬改定率の見直しなどを求
めました。その後約１００人が銀座をデモ行進しな
がら世論にアピールしました。

宣
伝
行
動
に
先
立
ち
、
佐
々

木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
が
開

会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

佐
々
木
委
員
長
は
、
「
私
た
ち

の
運
動
で
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改

定
や
、
介
護
報
酬
等
の
期
中
改

定
を
実
現
で
き
た
。
し
か
し
、

他
産
業
と
の
賃
金
格
差
を
埋
め

る
水
準
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

引
き
続
き
、
大
幅
引
き
上
げ
が

必
要
だ
と
い
う
世
論
を
大
き
く

し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
続

い
て
連
帯
の
あ
い
さ
つ
と
し

て
、
全
労
連
の
秋
山
正
臣
議
長

が
登
壇
。
秋
山
議
長
は
、
ケ
ア

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
と
な
る

よ
う
予
算
の
組
み
換
え
を
求
め

る
発
言
と
と
も
に
、
社
会
保
障

を
大
切
に
す
る
政
治
へ
の
転
換

を
目
指
し
、
労
働
組
合
を
大
き

く
し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、
東
京
地
評
の

矢
吹
義
則
議
長
も
、
軍
事
費
よ

り
も
社
会
保
障
の
拡
充
を
訴

え
、
全
労
働
者
の
賃
上
げ
に
向

け
て
共
に
奮
闘
す
る
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

現
場
の
訴
え

は
じ
め
に
、
岡
山
県
医
労
連

の
花
田
真
人
書
記
長
が
登
壇
。

花
田
書
記
長
は
、
「
物
価
高
で

食
べ
る
も
の
を
我
慢
し
て
い

る
」
と
い
う
介
護
労
働
者
の
声

を
紹
介
。
ケ
ア
労
働
者
が
豊
か

な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
と
も
な

賃
金
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
ま

し
た
。
続
い
て
北
海
道
医
労
連

坂
本
諭
書
記
長
は
、
医
療
機
関

の
経
営
悪
化
と
人
手
不
足
の
深

刻
さ
を
告
発
し
、
こ
れ
ら
は
国

の
制
度
が
招
い
た
人
災
だ
と
指

摘
し
ま
し
た
。
最
後
に
全
労
災

大
向
智
子
中
央
執
行
委
員
長

は
、
低
賃
金
・
過
重
労
働
で
離

職
が
す
す
ん
で
お
り
、
や
り
が

い
と
使
命
感
だ
け
で
は
限
界
だ

と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
最
後
に
は
全
員
で
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
、
そ
の

後
、
銀
座
を
デ
モ
行
進
し
な
が

ら
報
酬
改
定
見
直
し
の
必
要
性

な
ど
を
世
論
に
訴
え
ま
し
た
。

全労連・国民春闘共闘は１月１４日に、春闘共闘宣伝行
動のスタートとして、厚労省前で宣伝行動を行いました。
日本医労連もこの宣伝行動に結集し、大幅賃上げのため
の報酬改定見直しを求める春闘を宣言しました。

厚
労
省
前
宣
伝
行
動
で
は
、
全

労
連
の
黒
澤
幸
一
事
務
局
長
か
ら

の
主
催
者
挨
拶
と
行
動
提
起
の

後
、
単
産
・
地
域
な
ど
か
ら
4
人

の
代
表
者
に
よ
る
決
意
表
明
が
あ

り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

黒
澤
事
務
局
長
は
、
高
市
首
相

の
「
働
き
た
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
」

と
の
主
張
に
対
抗
す
べ
く
、
全
労

連
で
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
1
2
0

0
人
に
行
っ
た
と
報
告
。
「
『
も

っ
と
働
き
た
い
』
と
の
回
答
は
11

％
。『
労
働
時
間
を
減
ら
し
た
い
』

と
の
回
答
は
57
％
。
低
賃
金
で
働

か
ざ
る
を
え
な
い
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
」
と
告
発
し
、
「
み
ん

な
で
声
を
上
げ
、要
求
書
を
出
し
、

納
得
い
か
な
い
回
答
に
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
で
対
抗
す
る
春
闘
に
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
を
代
表
し
て
登
壇

し
た
吉
田
岳
彦
中
央
副
執
行
委
員

長
は
「
い
ま
医
療
・
介
護
の
賃
金

は
、
他
産
業
の
水
準
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
て
、
『
選
ば
れ
な
い
職

業
』
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
、

日
本
の
医
療
・
介
護
は
崩
壊
し
ま

す
。
診
療
報
酬
3
・
09
％
と
の
こ

と
で
す
が
、
全
然
足
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
10
％
以
上
の
引
き
上

げ
を
め
ざ
し
て
、
3
月
12
日
に
全

国
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
ま
す
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
す
る

吉
田
副
委
員
長

宣
伝
行
動
の
様
子

３３・・１１２２ははスストトラライイキキ

生
活
実
感
苦
し
さ
増
す

春闘共闘宣伝行動で宣言

「
26
春
闘
・
働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」中
間
報
告

1
月
16
日
時
点
2
万
8
7
4
7
人
分政府への要求

ケア労働
者の一言
カード

賃
金
不
足
額
（
月
額
）

賃
上
げ
要
求
額
（
月
額
）

賃
上
げ
要
求
額
（
時
給
）

銀
座
デ
モ
に
向
う
参
加
者
ら

報
酬
改
定
見
直
し
求
め
る

報
酬
改
定
見
直
し
求
め
る

厚
労
省
前
宣
伝
行
動

厚
労
省
前
宣
伝
行
動
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高
知
県
医
労
連
に
約
1
0
0

人
の
労
働
組
合
が
新
加
入
し
ま

し
た
。
高
知
県
四
万
十
市
で
60

年
以
上
地
域
医
療
を
支
え
て
き

た
渡
川
病
院
（
精
神
単
科
）
で

働
く
仲
間
、
渡
川
病
院
労
組
で

す
。
25
春
闘
で
大
幅
賃
上
げ
を

要
求
し
て
高
知
医
療
生
協
労
組

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
報

道
を
見
て
、
「
労
働
者
の
生
活

と
権
利
を
守
る
活
動
に
打
ち
込

む
労
働
組
合
の
仲
間
に
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
」
と
高
知
県
医
労
連

に
連
絡
が
あ
り
、
2
0
2
5
年

11
月
に
正
式
に
県
医
労
連
加
入

と
な
り
ま
し
た
。

四
国
地
方
協
の
仲
間
の
皆
さ

ん
や
、
精
神
部
会
の
仲
間
の
皆

さ
ん
と
、
今
後
交
流
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

新人加入100％を成功させるためには、事前の準備
が重要です。日本医労連では、今年も新歓グッズを
準備しました。少しスリムになって握りやすくなっ
た3色ボールペンと、早春らしいピンクと黄緑のク
リアファイルです。発注は下記ＱＲからも可能です。
そして自信をもって新人さんに労働組合をアピー

ルするために、「仲間をふやすにはＢＯＯＫ」も読
んで組合内で声かけの練習を重ねましょう！

福
祉
専
門
職
と
し
て
の
待
遇

が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
悩

み
、
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。

専
門
職
に
相
応
し
い
賃
金
と
良

好
な
職
場
環
境
を
求
め
る
と
と

も
に
、
従
事
者
の
社
会
的
地
位

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
対

話
を
重
視
し
、
職
場
改
善
に
向

け
た
協
力
を
目
指
し
、
最
終
的

に
は
全
て
の
福
祉
従
事
者
が
誇

り
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

【2026年 仲間ふやし＆みんなの助けあい交流集会】
日時：2月14日（土）14時～16時
形式：完全オンライン
申込：https : //x.gd/0HmGd

※右QRからも申し込みできます
参加：無料
問い合わせ：組織共闘局または共済事業局
（TEL）03-3875-5871（メール）sosiki@irouren.or.jp

【診療報酬学習会】
日時：2月5日（木）13時30分～14時30分
形式：完全オンライン（Zoom）
申込：不要
（当日、上記 ID・パスコードでご参加ください）
参加：無料
問い合わせ：社会保障・地域医療対策委員会
（メール）shaho@irouren.or.jp

仲
間
ふ
や
し
＆

み
ん
な
の
助
け
あ
い
交
流
集
会

▲申込フォーム

２０２６

渡
川
病
院

労
働
組
合

渡
川
病
院

労
働
組
合

高知

組合旗を持つヴィスト労組の窪田誠一郎委員長（左）

高知県医労連鎌田委員長（前列左端）と渡川病院労組のみなさん

▲学習会 Zoom

社 会 保 障
・

地 域 医 療
対策委員会

社 会 保 障
・

地 域 医 療
対策委員会

ヴ
ィ
ス
ト

労
働
組
合

ヴ
ィ
ス
ト

労
働
組
合

石川

診
療
報
酬
学
習
会

始めよう！
新 歓 準 備

昨年の練習風景

クリアファイル 今年はピンク（左）黄緑（右）です

に
ぎ
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

申込フォーム
https : //x.gd/P7LVc
詳細は発０９９号を
参照してください

「仲間をふやすにはＢＯＯＫ」
で声かけの練習をしよう
（日本医労連ホームページ

からダウンロード可）
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●
医
者
や
看
護
師
の
慢
性
的
な
人

手
不
足
や
賃
金
の
安
さ
に
た
め
息

が
出
ま
す
。

（
岡
山
・
ヤ
ス
）

●
お
正
月
は
家
族
が
帰
省
し
大
賑

わ
い
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
家
族
は

い
い
で
す
ね
。

（
福
島
・
起
き
上
が
り
小
法
師
）

●
子
育
て
し
や
す
い
社
会
へ
！
も

っ
と
も
っ
と
子
育
て
世
代
に
優
し

い
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

（
山
形
・
ぱ
り
ん
こ
）

●
つ
い
に
雪
が
積
も
り
始
め
ま
し

た
。
子
供
と
ワ
ン
コ
は
大
喜
び
、

大
人
の
私
達
は
雪
か
き
で
ク
タ
ク

タ
で
す
。

（
秋
田
・
雪
国
女
）

●
子
供
家
族
が
年
末
か
ら
お
正
月

に
か
け
て
帰
っ
て
き
て
賑
や
か

に
、
忙
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
孫

が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る
の
を

み
て
、
安
心
し
ま
し
た
。

（
岡
山
・
え
っ
ち
ゃ
ん
）

●
い
よ
い
よ
春
闘
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
賃
上
げ
も
し
て
欲
し
い
で
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
人
員
補
充
を
強

く
望
み
ま
す
。
毎
日
残
業
で
も
う

限
界
に
近
い
で
す
が
、
改
善
さ
れ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
く
苦
し
い
ば

か
り
で
す
。

（
北
海
道
・
ひ
る
み
母
）

１．日程（予定）
◆3月4日（水）医療三単産共闘「3・4 国会議員要請・意思統一
集会」（主催：日本医労連、自治労連、全大教）
10：45 受付開始
11：30 意思統一集会
13：00 昼食休憩

国会議員要請行動
※まとめ集会は行わず、財務省前へ移動します。

16：30 財務省前宣伝行動（～17：00 終了予定）
◆3月5日（木）日本医労連「対政府要請行動」
10：00～12：00（予定）
☆13：00～全労連・国民春闘主催の中央行動・総決起集会・国会請
願デモが開催されますので、参加可能な加盟組織の皆さんは是非
ご参加ください。

２．会場
日本医労連発088号で中央行動について発出しておりましたが、衆議

院の解散総選挙に伴い、会場については現段階で未定となっておりま
す。決定次第、改めてお知らせ致します。
３．署名の扱い
今年度集約した「夜勤規制・大幅増員署名」は、今国会ですべて提

出します。集約された署名用紙は2月末までに日本医労連本部に送っ
てください。

【パズル解答】1865・66号の答えは「サイオウ
ガウマ」でした。正解者の中から抽選でクオカ
ードを贈呈します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏
名、④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を2／
19（木）までにご応募ください。「読者のペー
ジ」もご寄稿下さい。
【応募先】
〒110‒0013 台東区入谷1‒9‒5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03-3875-6270
E-mail：kyosen@irouren.or.jp

地
震
に
は
地
震
特
約

能
登
半
島
地
震
発
生
か

ら
2
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
い
ま
だ
復
興
に
は
程

遠
い
現
地
の
実
態
が
報
道

さ
れ
、
一
方
で
地
震
や
大

雪
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

医
労
連
共
済
だ
け
で
な

く
民
間
保
険
で
も
、
火
災

の
基
本
契
約
だ
け
で
は
地

震
被
害
へ
の
支
払
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
被
害
が
火
災

に
よ
る
も
の
で
も
、
そ
の

発
生
原
因
が
地
震
の
場
合

は
火
災
の
基
本
契
約
だ
け

で
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。
万
が
一
に
備
え
て
火

災
共
済
に
は
地
震
特
約
を

つ
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

安
い
掛
金
の
地
震
特
約

地
震
特
約
の
掛
金
は
、

火
災
共
済
の
基
本
契
約
掛

金
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
木
造
40
坪
の

建
物
で
満
口
加
入
の
場

合
、
基
本
契
約
の
月
掛
金

は
1
千
4
百
円
で
、
地
震

特
約
も
1
千
4
百
円
と
な

り
ま
す
。
全
国
ど
こ
で
も

掛
金
は
同
額
で
す
。

地
震
特
約
の
特
徴

地
震
に
関
わ
る
保
障
は

通
常
の
火
災
と
違
っ
て
、

全
壊
の
場
合
で
1
口
3
万

円
・
建
物
と
家
財
あ
わ
せ

て
9
百
万
円
が
限
度
額
に

な
り
ま
す
。
限
度
額
の
設

定
は
、
地
震
被
害
が
広
範

囲
で
大
規
模
に
な
る
性
質

上
、
民
間
保
険
で
も
同
様

の
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

看
護
職
員
の
夜
勤
実
態

医
療
機
関
に
お
け
る
「
2

0
2
5
年
度
夜
勤
実
態
調

査
」
結
果
（
3
2
4
施
設
分

を
集
約
）
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
は
、
看
護
職

員
等
の
夜
勤
・
長
時
間
労
働

の
実
態
を
把
握
し
、
増
員
・

夜
勤
改
善
・
労
働
時
間
規
制

な
ど
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
に
活
用
す
る
目
的
で

毎
年
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
結
果
で

は
、
8
時
間
以
上
の
長
時
間

勤
務
と
な
る
「
2
交
替
」
病

棟
の
割
合
が
54
・
8
％
と
昨

年
よ
り
増
加
し
、
過
去
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
勤

務
間
隔
「
12
時
間
未
満
」
が

53
・
9
％
、
さ
ら
に
短
い「
8

時
間
未
満
」は
39
・
1
％
と
、

厳
し
い
勤
務
実
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
バ
ル
協

定
が
「
有
」
と
回
答
し
た
と

こ
ろ
は
、
19
・
9
％
に
と
ど

ま
り
、
8
割
の
施
設
で
未
締

結
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
事
院
は
1
9
6
5
年
、

看
護
師
の
夜
勤
制
限
の
必
要

性
を
認
め
、
「
夜
勤
は
月
平

均
8
日
以
内
」
「
1
人
夜
勤

禁
止
」
な
ど
の
「
判
定
」
を

出
し
ま
し
た
。
1
9
9
2
年

の
「
看
護
師
確
保
法
」
基
本

指
針
で
は
、
離
職
防
止
対
策

と
し
て
夜
勤
負
担
の
軽
減
を

あ
げ
、
「
複
数
・
月
8
日
以

内
の
夜
勤
体
制
の
構
築
」
を

位
置
づ
け
、
2
0
2
3
年
の

改
定
で
も
同
内
容
に
「
引
き

続
き
積
極
的
に
努
力
す
る
必

要
が
あ
る
」と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
結

果
で
は
、
3
交
替
「
月
9
日

以
上
」
が
24
・
6
％
、
2
交

替
「
月
4
・
5
回
以
上
」
が

37
・
0
％
と
い
う
結
果
で
し

た
。
夜
勤
協
定
が
「
有
」
と

回
答
し
た
と
こ
ろ
は
、
65
・

7
％
で
、
3
分
の
1
の
施
設

で
夜
勤
協
定
が
未
締
結
と
な

っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
バ

ル
協
定
と
合
わ
せ
て
夜
勤
協

定
の
必
要
性
に
つ
い
て
周
知

を
図
り
、
26
春
闘
で
の
協
定

締
結
を
め
ざ
し
て
、
要
求
討

議
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

夜
勤
が
心
身
に
及
ぼ
す
影

響
と
安
全
面
へ
の
リ
ス
ク

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
に
反

し
た
夜
間
労
働
、
特
に
長
時

間
夜
勤
に
つ
い
て
は
、
心
身

に
与
え
る
有
害
性
が
科
学
的

に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
面
で
は
、
短
期
的
に

は
慢
性
疲
労
や
感
情
障
害
、

中
期
的
に
は
循
環
器
疾
患
や

糖
尿
病
、
長
期
的
に
は
発
が

ん
性
が
指
摘
さ
れ
、
安
全
面

に
お
い
て
も
夜
勤
や
長
時
間

労
働
の
作
業
は
、
酒
気
帯
び

運
転
と
同
等
以
上
の
リ
ス
ク

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
医
療
機
関
で

は
、
夜
勤
・
交
替
制
勤
務
は

避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
長
時

間
に
及
ぶ
夜
勤
や
短
す
ぎ
る

勤
務
間
隔
に
つ
い
て
は
、
そ

の
改
善
や
規
制
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

諸
外
国
で
は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国

際
労
働
機
関
）
の
「
夜
業
条

約（
1
7
1
号
）・
勧
告
（
1

7
8
号
）」や
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
の
「
労
働
時
間
指
令
」

な
ど
に
基
づ
い
た
規
制
が
行

わ
れ
、
労
働
者
の
健
康
と
生

活
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｌ
Ｏ
の「
看
護
職
員
条
約（
1

4
9
号
）
・
勧
告
（
1
5
7

号
）」で
は
、「
1
日
の
労
働
時

間
は
8
時
間
以
内
」「
時
間
外

を
含
め
て
も
12
時
間
以
内
」

「
勤
務
と
勤
務
の
間
に
少
な

く
と
も
連
続
12
時
間
以
上
の

休
息
期
間
を
与
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
夜
勤
実

態
調
査
結
果
か
ら
み
る
日
本

の
看
護
師
の
働
き
方
は
、
諸

外
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
過
酷
な
働
き
方
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で

も
諸
外
国
並
み
の
保
護
措
置

を
と
り
、
労
働
者
が
安
全
に

健
康
に
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
必
要
で
す
。

夜
勤
改
善
の
取
り
組
み
は

大
幅
賃
上
げ
・
増
員
闘
争

と
セ
ッ
ト
で

夜
勤
改
善
を
図
る
に
は
、

看
護
師
不
足
の
課
題
も
セ
ッ

ト
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
夜
勤
規
制
と
大
幅

増
員
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
を
す

す
め
、
3
月
の
中
央
行
動
で

提
出
す
る
「
夜
勤
規
制
・
大

幅
増
員
署
名
」
を
積
み
上
げ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
離
職
や
、

な
り
手
不
足
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
が
、
厳
し
い
労
働
環

境
と
社
会
的
役
割
に
見
合
わ

な
い
低
賃
金
の
実
態
で
す
。

26
春
闘
で
は
、
産
別
統
一
闘

争
の
強
化
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を

背
景
に
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
を
必
ず
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

松
田
加
寿
美

夜勤規制・大幅増員で健康に働き続けられる勤務環境に

３月４日～５日「日本医労連中央行動」のご案内

地震の備えも医労連共済


